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正
保
議
員
は
、
小
池
都
知

事
が
「
豊
洲
市
場
の
無
害
化

は
達
成
で
き
て
い
な
い
」
と

認
め
、
陳
謝
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
区
長
の
認
識
を
た
だ

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
区

が
市
場
受
入
れ
の
大
前
提
と

し
て
き
た
「
汚
染
土
壌
の
無

害
化
」
が
で
き
な
い
以
上
、

移
転
受
け
入
れ
を
白
紙
撤
回

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
食

の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

に
、
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
は

き
っ
ぱ
り
中
止
し
、
80
年
余

の
歴
史
で
安
全
が
実
証
さ

れ
、
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
確
立
し
て
い
る
築
地
市
場

の
再
整
備
を
都
知
事
に
求
め

る
べ
き
と
た
だ
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ⅴ
相
談
業
務
は

区
直
営
で

「
相
談
者
の
急
増
」
を
口

実
と
し
た
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
の
相
談
業
務
委

託
案
に
つ
い
て
、
業
務
委
託

の
場
合
、
請
負
契
約
上
、
相

談
員
が
区
や
関
係
機
関
と
直

接
相
談
で
き
ず
、
委
託
会
社

が
区
と
連
絡
調
整
し
た
後
の

対
応
と
な
る
た
め
、
「
Ｄ
Ⅴ

被
害
者
、
そ
の
子
ど
も
へ
の

対
応
が
遅
れ
、
命
に
か
か
わ

る
大
問
題
だ
」
と
し
て
、
業

務
委
託
で
は
な
く
、
区
職
員

の
人
員
体
制
を
拡
充
し
て
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
機
能
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

仙
台
掘
川
公
園
整
備

案
の
抜
本
見
直
し
を

公
園
改
修
案
は
、
樹
木
の

大
量
伐
採
、
水
路
の
埋
立
て

暗
渠
化
、
公
園
面
積
を
削
減

す
る
も
の
で
、区
民
・
専
門
家

か
ら
も
「
生
物
多
様
性
豊
か

な
自
然
環
境
が
失
わ
れ
る
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
正

保
議
員
は
、
公
園
の
現
状
を

変
え
ず
、
老
朽
施
設
の
改
修

に
と
ど
め
る
こ
と
、
無
電
柱

化
に
伴
う
側
道
の
拡
幅
が
公

園
面
積
の
減
少
や
樹
木
の
大

量
伐
採
を
招
い
て
い
る
と
指

摘
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、

地
上
機
器
の
設
置
場
所
を
城

東
公
園
な
ど
道
路
外
敷
地
の

活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。

区
長
は
憲
法
9
条

守
る
と
明
言
す
べ
き

東
京
大
空
襲
で
は
、
江
東

区
は
じ
め
下
町
一
帯
が
焼
け

野
原
と
な
り
、
一
夜
に
し
て

10
万
人
余
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。
江
東
区
民
は

「
再
び
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り

返
え
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

誓
い
、
憲
法
9
条
に
基
づ
い

た
江
東
区
平
和
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
正
保
議
員

は
、
安
倍
首
相
の
憲
法
9
条

改
憲
表
明
を
批
判
す
る
と
と

も
に
、「
い
ま
こ
そ
、
区
長
が

平
和
都
市
宣
言
の
精
神
に
立

っ
て
、
憲
法
9
条
を
尊
重
擁

護
す
る
立
場
を
明
確
に
示
す

べ
き
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
認
可
保
育
園
に

入
園
で
き
な
か
っ
た
児
童
は

1
7
2
7
人
と
昨
年
よ
り
増

え
ま
し
た
。
ま
た
、
待
機
児

童
解
消
を
理
由
と
し
た
規
制

緩
和
や
株
式
会
社
の
保
育
参

入
で
、
児
童
の
安
全
や
成
長

に
関
わ
る
「
保
育
の
質
」
の

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。き

く
ち
議
員
は
行
政
の
責

任
で
認
可
保
育
園
増
設
に
本

腰
を
入
れ
、
公
立
園
の
民
間

委
託
は
中
止
す
る
こ
と
。
ま

た
、
「
保
育
の
質
」
確
保
の

た
め
に
こ
れ
以
上
の
規
制
緩

和
は
や
め
、
株
式
会
社
立
で

人
件
費
比
率
が
5
割
を
切
る

園
な
ど
に
焦
点
を
当
て
た
指

導
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。国

民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

国
民
健
康
保
険
料
は
十
数

年
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
「
高

す
ぎ
て
払
え
な
い
」
と
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

き
く
ち
議
員
は
収
入
が
増

え
て
い
な
い
の
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
き
た
保
険
料
負
担
は

「
も
う
限
界
」
と
の
立
場
か

ら
、
「
差
し
押
さ
え
」
な
ど

無
理
な
徴
収
強
化
を
や
め
る

こ
と
。
来
年
か
ら
行
わ
れ
る

制
度
変
更
に
つ
い
て
情
報
を

公
開
し
、
保
険
料
引
き
下
げ

の
た
め
の
一
般
会
計
繰
り
入

れ
の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
と

し
て
の
制
度
存
続
に
は
「
国

庫
負
担
の
増
額
が
不
可
欠

だ
」
と
し
て
区
の
見
解
を
求

め
ま
し
た
。

塩
浜
福
祉
園
の

民
営
化
は
中
止
を

重
度
の
障
害
者
の
生
活
訓

練
な
ど
を
行
う
「
塩
浜
福
祉

園
」
の
民
営
化
計
画
に
家
族

の
皆
さ
ん
か
ら
反
対
や
不
安

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

き
く
ち
議
員
は
民
間
の
障

害
者
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
家

族
や
関
係
者
の
献
身
的
な
努

力
で
支
え
ら
れ
て
お
り
、
障

害
者
総
合
支
援
法
成
立
後
も

社
会
的
な
支
援
は
全
く
不
十

分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
専

門
職
の
確
保
、
職
員
体
制
の

充
実
な
ど
障
害
者
施
策
全
体

の
拡
充
を
図
る
た
め
に
も
、

民
営
化
で
は
な
く
行
政
の
責

任
で
施
設
運
営
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
者
負
担
や
施

設
利
用
に
問
題
が
生
じ
て
い

る
65
歳
か
ら
の
介
護
保
険
優

先
利
用
の
改
善
を
求
め
ま
し

た
。

正保みきお議員きくち幸江議員

森
友
・
加

計
学
園
問

題
、
共
謀
罪

法
の
強
行
、

憲
法
9
条
改

憲
な
ど
目
に

余
る
安
倍
自

公
政
権
の
暴
走
政
治
に
対

し
、
都
議
会
議
員
選
挙
で

都
民
の
爆
発
的
な
怒
り
が

示
さ
れ
、
自
民
党
は
57
議

席
か
ら
過
去
最
低
の
23
議

席
へ
歴
史
的
大
敗
と
な
っ

た
▼
一
方
わ
が
党
は
、
国

政
私
物
化
と
憲
法
破
壊
を

許
さ
な
い
、
豊
洲
新
市
場

へ
の
移
転
中
止
・
築
地
市

場
の
再
整
備
を
、
大
型
開

発
中
心
か
ら
暮
ら
し
と
福

祉
第
一
の
都
政
と
す
る
3

つ
の
争
点
を
掲
げ
、
自
民

党
政
治
に
対
す
る
真
の
対

決
者
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
前
回
と
比
べ
19
万
票

以
上
伸
ば
し
て
17
議
席
か

ら
19
議
席
へ
と
躍
進
し
た

▼
と
り
わ
け
豊
洲
新
市
場

が
あ
る
江
東
で
は
、
「
豊

洲
移
転
中
止
・
築
地
再
整

備
」
を
訴
え
て
わ
が
党
候

補
者
が
3
選
を
果
た
し
た

意
義
は
大
き
く
、
食
の
安

全
を
第
一
に「
豊
洲
移
転
」

の
再
検
討
を
小
池
都
知
事

に
強
く
求
め
た
い
▼
安
倍

首
相
は
秋
の
臨
時
国
会
に

自
民
党
の
憲
法
改
正
案
を

提
出
す
る
と
明
言
し
て
い

る
が
、
憲
法
9
条
を
守
る

区
民
運
動
と
野
党
共
闘
を

発
展
さ
せ
、
解
散
・
総
選

挙
で
安
倍
政
権
に
き
っ
ぱ

り
審
判
を
下
し
た
い
。

認
可
保
育
園
の
増
設

保
育
の
質
確
保
を

江東区議会第2回定例会（6月7日～7月6日）での活動を報告します

３
人
が
本
会
議
質
問
に
立
ち
ま
し
た

江
東
区
議
会
第
2
回
定
例
会
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
す

江
東
区
議
会
第
2
回
定
例
会
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
す

汚染土壌の無害化ができない以上汚染土壌の無害化ができない以上
豊洲市場受入れは撤回を！豊洲市場受入れは撤回を！

認
可
保
育
園
の
増
設
・
質
の
確
保
を

認
可
保
育
園
の
増
設
・
質
の
確
保
を
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一
人
平
均
7
2
5
2
円
、

過
去
最
大
の
値
上
げ
と
な
っ

た
平
成
29
年
度
分
国
民
健
康

保
険
料
、
通
知
が
届
い
て
か

ら
実
質
8
日
間
で
区
に
寄
せ

ら
れ
た
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

は
4
5
9
4
件
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

今
年
の
見
直
し
で
国
保
料

が
年
収
の
1
割
を
超
え
る
世

帯
も
出
て
い
ま
す
。

国
保
会
計
に
対
す
る
国
の

負
担
も
都
や
区
の
補
助
も
毎

年
減
ら
さ
れ
続
け
た
こ
と
が

原
因
で
す
。
さ
ら
に
来
年
度

か
ら
の
国
保
の
都
道
府
県
化

に
向
け
た
都
の
独
自
補
助
金

の
大
幅
削
減
分
が
保
険
料
に

上
乗
せ
さ
れ
、
大
幅
に
値
上

げ
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

今
、
保
険
料
や
高
い
窓
口

負
担
が
払
え
ず
、
治
療
を
中

断
し
た
り
、
手
遅
れ
に
な
っ

て
命
を
落
と
す
な
ど
深
刻
な

事
態
も
招
い
て
い
ま
す
。

市
区
町
村
国
保
は
誰
も
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
皆
保

険
制
度
の
最
後
の
砦
と
な
る

社
会
保
障
制
度
で
す
。

暮
ら
し
や
命
を
脅
か
す
ほ

ど
値
上
げ
さ
れ
た
保
険
料
は

国
庫
負
担
な
ど
を
増
額
し
て

引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。

安
倍
内
閣
は
教
育
勅
語
を

教
材
と
し
て
使
用
を
認
め
る

閣
議
決
定
を
し
ま
し
た
。

山
本
議
員
は
戦
後
、
教
育

勅
語
が
憲
法
の
理
念
に
反
し

て
い
る
た
め
、
国
会
で
公
式

に
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

合
わ
せ
、
「
夫
婦
相
和
し
」

も
男
尊
女
卑
の
社
会
が
前
提

で
あ
り
、
い
い
こ
と
も
書
い

て
あ
る
か
ら
と
評
価
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
指
摘
。
教

育
勅
語
は
、
決
し
て
肯
定
的

に
扱
う
べ
き
も
の
で
は
な
い

と
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
費
用
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
都
内
で
実

施
が
広
が
っ
て
い
る
就
学
援

助
の
入
学
準
備
費
の
3
月
支

給
を
求
め
ま
し
た
。

高
齢
者
を
支
え
る

介
護
制
度
の
拡
充
を

今
回
の
国
の
介
護
制
度
改

悪
で
、
利
用
料
3
割
負
担
の

導
入
な
ど
、
経
済
的
な
負
担

を
増
や
す
一
方
、
必
要
な
介

護
が
削
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

に
対
し
、
制
度
改
悪
を
中
止

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
区
は
今
年
の
3
月

に
、
高
齢
者
の
な
ん
で
も
相

談
所
の
役
割
を
果
た
す
長
寿

サ
ポ
ー
ト
東
陽
南
を
廃
止
し

ま
し
た
。
東
陽
1
・
2
丁
目

の
方
か
ら
は
「
新
し
い
と
こ

ろ
は
遠
す
ぎ
て
と
て
も
歩
い

て
い
け
な
い
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
本
議
員
は
身
近
な
場
所

に
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。地

元
商
店
・
建
設
業

の
支
援
強
化
を

区
内
の
業
者
か
ら
は
「
い

く
ら
待
っ
て
も
景
気
は
良
く

な
る
ど
こ
ろ
か
悪
く
な
る
一

方
だ
」
と
い
う
声
が
次
々
と

出
て
い
ま
す
。
山
本
議
員
は

商
店
街
支
援
と
し
て
、
空
き

店
舗
補
助
や
電
気
代
補
助
、

小
売
店
支
援
事
業
の
拡
大
を

求
め
ま
し
た
。

建
設
業
界
で
は
賃
金
が
低

く
、
担
い
手
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
発
注
に
お

け
る
労
務
単
価
は
4
6
3
2

円
も
引
き
上
が
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
実
際
の
賃
金
は
7

5
5
円
し
か
増
え
て
お
ら

ず
、
重
層
下
請
け
の
中
で
中

抜
き
さ
れ
て
い
る
と
主
張
。

山
本
議
員
は
実
態
を
調
査

し
、
必
要
な
手
立
て
を
と
る

こ
と
や
、
公
契
約
条
例
を
制

定
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

山本 真議員

今
定
例
議

会
に
お
い

て
、
住
民
税

非
課
税
世
帯

の
第
2
子
の

保
育
料
が
免

除
と
な
る
江

東
区
保
育
費

用
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

案
が
区
か
ら

提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
ひ
と
り
親
等
世
帯
（
住

民
税
非
課
税
）
の
第
1
子
・

第
2
子
の
保
育
料
が
免
除
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
改
正
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り

親
等
世
帯
以
外
（
住
民
税
非

課
税
）
の
第
2
子
が
免
除
と

な
り
ま
す
。
4
月
1
日
の
保

育
料
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

は
、
保
育
料
の
引
き
下
げ
や

認
可
保
育
園
の
増
設
な
ど
、

子
育
て
支
援
の
拡
充
に
向

け
、
引
き
続
き
力
を
つ
く
し

て
い
き
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は

第
2
回
定
例
会
に
「
障
害

者
総
合
支
援
法
の
改
正
」

「
共
謀
罪
法
案
の
撤
回
」

「
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
」
を
国
に
求
め
る
意
見

書
案
な
ど
計
3
本
を
提
案

し
ま
し
た
。

「
障
害
者
総
合
支
援
法

に
関
す
る
意
見
書
案
」は
、

65
歳
を
迎
え
た
障
が
い
者

は
介
護
保
険
へ
の
移
行
が

求
め
ら
れ
、
低
所
得
者
は

無
料
だ
っ
た
利
用
料
が
、

1
割
〜
3
割
負
担
と
な
る

な
ど
、
問
題
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
に
支
援

を
求
め
た
も
の
で
、
全
会

派
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

生
活
・
法
律
相
談
案
内

区
議
会
議
員

き
く
ち
幸
江

江
東
区
大
島
二
―
三
七
―
一
六

☎
三
六
八
五
―
七
八
八
四

第
３
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

大
つ
き
か
お
り

江
東
区
枝
川
一
―
六
―
一
三

☎
三
六
四
五
―
二
七
六
四

第
４
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

赤
羽
目
た
み
お

江

東

区

石

島

九

―

五

☎
五
六
六
五
―
一
一
五
六

第
２
水
曜
・
午
後
６
時
半

どんなことでもお気軽にご相談ください

区
議
会
議
員

山

本

真

江
東
区
東
陽
一
―
一
六
―
九

☎
三
六
四
四
―
七
二
九
〇

第
２
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

そ
え
や
良
夫

江
東
区
東
砂
七
―
一
〇
―
二
四

☎
五
六
八
三
―
八
一
八
五

第
３
金
曜
・
午
後
６
時

区
議
会
議
員

す
が
や
俊
一

江
東
区
大
島
五
―
四
八
―
一
〇

☎
三
六
八
三
―
〇
七
四
五

第
４
木
曜
・
午
後
６
時

区
議
会
議
員

正
保
み
き
お

江
東
区
北
砂
四
―
二
四
―
一

☎
三
六
四
〇
―
四
三
七
六

第
３
木
曜
・
午
後
６
時

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆががががががががががががががががががががががががががががががががががががががめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
教教育育勅勅語語のの使使用用ははととんんででももなないい

あ
い
う
え
お
順

保育料の減免が拡充保育料の減免が拡充

国
保
料
通
知
に

苦
情
・
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

国
保
料
通
知
に

苦
情
・
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

日本共産党
提出

日本共産党
提出
「
障
が
い
者
支
援
を
求

め
る
」意
見
書
を
採
択


